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より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）
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　聖徳学園は、平成15年11月に
日本の教育機関では初めて品質
管理システムのISO9001および
環境管理システムのISO14001、
両国際規格の認証を同時取得
しました。
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十
一
月
十
八
日（
金
）お
よ
び

十
九
日（
土
）の
二
日
間
に
わ
た

り
、
聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚

園
の
創
立
四
十
周
年
記
念
式
典

を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
九
七
六
年
に
聖
徳
学
園
短

期
大
学
附
属
第
三
幼
稚
園
と
し

て
開
園
し
、
一
九
九
〇
年
、
大

学
開
学
に
伴
っ
て
聖
徳
大
学
附

属
第
三
幼
稚
園
と
な
り
、
地
域

に
根
差
し
た
幼
稚
園
に
な
る
べ

く
二
〇
一
二
年
に
現
在
の「
聖

徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園
」と

改
名
し
、
本
年
創
立
四
十
周
年

　

十
一
月
十
六
日（
水
）、
う
ら

ら
か
に
晴
れ
た
秋
の
よ
き
日
、

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
の
創
立

三
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
式
典
に
先
立
っ
て
川

並
弘
昭
前
学
園
長
の
胸
像
除
幕

式
が
行
わ
れ
、
厳
粛
な
雰
囲
気

の
中
で「
式
典
の
部
」が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
続
い
て
五
年
生
の

代
表
児
童
に
よ
る
和
太
鼓
演
舞
、

全
校
児
童
に
よ
る「
集
い
の
部
」

が
行
わ
れ
、
広
報
委
員
会
の
児

童
が
作
成
し
た
ス
ラ
イ
ド「
附

属
小
三
十
年
の
あ
ゆ
み
」
と
、

開
校
以
来
引
き
継
が
れ
て
き
た

「
全
校
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」を
披
露
。

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、

二
千
二
十
三
名
に
お
よ
ぶ
卒
園

生
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

十
八
日
の
在
園
児
向
け
の
式

典
で
は
、
園
長
先
生
が
丸
を
十

個
ず
つ
並
べ
た
表
を
見
せ
な
が

ら
、
四
十
年
と
い
う
長
さ
を
伝

え
ま
し
た
。
ま
た
、
教
員
に
よ

る
、
創
立
か
ら
現
在
に
至
る
過

程
を
描
い
た
劇
を
上
演
し
ま
し

た
。
園
児
た
ち
も
四
十
年
と
い

う
長
い
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
、

幼
稚
園
の
創
立
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。

千
九
百
二
十
六
名
の
卒
業
生
が

残
し
て
き
た
財
産
と
、
そ
の
一

つ
ひ
と
つ
に
託
さ
れ
た
数
々
の

思
い
を
、
自
慢
の
歌
声
と
呼
び

か
け
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
食
堂
で
行
わ
れ
た

祝
賀
会
で
は
、
退
職
さ
れ
た
先

生
方
や
卒
業
生
、
歴
代
の
後
援

会
役
員
の
方
々
も
一
堂
に
会
し
、

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し

た
。

　

今
日
か
ら
、
ま
た
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
た
附
属
小
学
校
。

先
輩
た
ち
が
築
い
た
校
風
と
伝

統
を
守
り
つ
つ
、
さ
ら
な
る
発

展
を
心
に
誓
う
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

　

十
九
日
は
、
激

し
く
降
る
雨
の
中
、

百
名
以
上
の
来
賓

の
方
が
お
祝
い
に

駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。園
長

学
園
長
か
ら
の
懐

か
し
い
思
い
出
話

の
ほ
か
、年
長
児
の

オ
ペ
レ
ッ
タ「
金
の

が
ち
ょ
う
」の
発
表
、

幼
稚
園
の
あ
ゆ
み

の
ビ
デ
オ
の
上
映

な
ど
も
行
わ
れ
ま

し
た
。午
後
か
ら
は

祝
賀
会
も
開
始
さ

れ
、四
十
周
年
記
念

式
典
は
盛
大
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
が
こ
れ

ま
で
、
そ
し
て
現
在

も
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
支
え
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校

創
立
四
十
周
年
記
念
式
典

創
立
三
十
周
年
記
念
式
典

　

十
二
月
十
八
日（
日
）と
十
九

日（
月
）の
二
日
間
に
わ
た
り
、

世
界
的
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ケ
ヴ
ィ

ン
・
ケ
ナ
ー
先
生
に
よ
る
公
開

レ
ッ
ス
ン
と
特
別
講
座
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

十
八
日
は
Ｓ
Ｏ
Ａ
音
楽
研
究

セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
香
順
メ

デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
で
の
催
し
で
、

本
学
が「
ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」に
贈
賞
し

て
い
る「
聖
徳
大
学
川
並
弘
昭

賞
」の
受
賞
者
三
名
を
レ
ッ
ス

ン
受
講
生
に
迎
え
て
、
外
部
か

ら
満
員
の
お
客
様
が
来
場
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
十
九
日
は
、
演

奏
学
科
が
主
催
す
る
平
成

二
十
八
年
度
教
育
改
革
推
進
特

別
経
費
事
業
と
し
て
、
本
学
の

学
生
五
名
が
川
並
香
順
記
念
講

堂
で
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ま
し
た
。

　

二
日
と
も
前
半
の
公
開
レ
ッ

ス
ン
で
は
、
先
生
の
冷
静
な
分

析
力
と
的
確
な
ご
指
示
、
そ
し

て
情
熱
あ
ふ
れ
る
ご
指
導
に
よ

り
、
受
講
生
の
演
奏
は
み
る
み

る
磨
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
後

半
は
ケ
ナ
ー
先
生
に
よ
る
特
別

講
座「
二
十
一
世
紀
に
お
け
る

シ
ョ
パ
ン
演
奏
解
釈
に
つ
い

て
」。シ
ョ
パ
ン
演
奏
の
歴
史
と

伝
統
に
立
脚
し
、
実
証
的
に
現

代
の
演
奏
の
あ
る
べ
き
姿
を
導

き
出
そ
う
と
す
る
講
演
で
し
た
。

　

最
後
に
ケ
ナ
ー
先
生
は「
マ

ズ
ル
カ 

作
品
六
十
八‐四
」を
演

奏
。エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
誠
意

の
こ
も
っ
た
ご
指
導
と
濃
密
で

充
実
し
た
時
間
に
、
参
加
者
が

み
な
感
謝
と
敬
愛
の
念
を
抱
い

た
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

ケヴィン・ケナー先生

ケ
ヴ
ィ
ン・
ケ
ナ
ー
先
生
の
特
別
講
座
を
開
催

～
Ｓ
Ｏ
Ａ
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
、
音
楽
学
部
演
奏
学
科
～

・

11

122

9 3 1

1

【幼稚園教諭】現役生

【保育士】現役生

【幼稚園教諭・保育士　一括採用】
【栄養士】 【その他】

【児童指導員】

現役生 現役生 現役生

現役生

◆ 北海道1名  ◆ 茨城県4名  ◆ 栃木県1名 ◆ 埼玉県7名   
◆ 千葉県17名 ◆ 東京都15名 ◆ 横浜市1名 ◆ 新潟県1名

◆ 千葉県 市川市 ： 1名 ◆ 大網白里市 ： 1名  ◆ 東金市 ： 1名  ◆ 茨城県 常総市 ： 1名 

◆ 東京都特別区 ： 7名 

 台東区4名、 中央区2名、 中野区1名、 文京区3名、 港区7名、 目黒区2名、 千代田区1名、 小計46名 
◆ 千葉県	 千葉県庁1名、 松戸市8名、 市川市5名、 印西市1名、 浦安市1名、 柏市1名、 千葉市7名、 流山市1名、 成田市3名、 
 船橋市17名、 南房総市1名、 八千代市3名、 君津市1名、 陸沢町1名、 小計51名
◆ 茨城県 阿見町1名、 つくば市4名、 守谷市1名、 小計6名
◆ 埼玉県  上尾市1名、 川口市3名、 さいたま市1名、 草加市1名、 三郷市2名、 鴻巣市1名、 久喜市1名、 小計10名 
◆ 神奈川県   平塚市1名、 横浜市1名、 小計2名　　 ◆ 福島県   いわき市1名、 郡山市1名、 小計2名 
◆ 栃木県   宇都宮市1名、 小計1名 ◆ 長野県			辰野町1名、 小計1名 ◆ 静岡県			御殿場市1名、 下田市1名、 小計2名
  　　　　　　　　　◆ 愛知県			名古屋市1名、 小計1名 

◆ 千葉県	 習志野市1名、 小計1名
◆ 茨城県 稲敷市1名、 つくばみらい市1名、 
 取手市1名、 水戸市1名、 小計4名
◆ 埼玉県 加須市2名、 小計2名 
◆ 神奈川県　秦野市1名、 小計1名 
◆ 静岡県			静岡市1名、 小計1名

◆ 千葉県庁1名  ◆ 流山市 1名  ◆ 習志野市1名

◆ 東京都Ⅱ類［福祉］ 1名

◆ 千葉県庁1名

◆ 東京都	 足立区1名、 荒川区2名、 板橋区1名、 葛飾区5名、 北区8名、 
 江東区2名、 品川区3名、 杉並区1名、 墨田区1名、 世田谷区2名、

平成29年度採用
公務員試験合格者速報

（平成29年1月14日現在）

今年も多くの現役生が
夢を実現しています

名 合格！！

名 合格！！

名 合格！！ 名 合格！！ 名
合格！！

名 合格！！

2
【特別支援学校教諭】

現役生
◆ 福島県1名  ◆ 茨城県1名

名 合格！！ 6現役生
【養護教諭】

◆ 東京都 3名  ◆ 新潟県1名  ◆ 福井県1名

◆ 栃木県1名  名 合格！！ 1現役生
【栄養教諭】

◆ 埼玉県1名

名 合格！！

3
【中学校・高等学校教諭】

現役生
◆ 千葉県 中・高（家庭）1名 
◆ 茨城県 中学（音楽）1名 
◆ 富山県 中・高（音楽）1名 

名 合格！！

47【小学校教諭】現役生 ※大学院生を含む名 合格！！
59

《教員採用試験》

現役生 名 合格！！

142《幼稚園教諭・保育士》現役生 名 合格！！
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十
二
月
二
十
一
日（
水
）、
聖

徳
大
学
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
が
主

導
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
貫

と
し
て
、
本
学
学
生
三
十
六
名

が
、
東
京
都
千
代
田
区
に
あ
る

カ
ル
ビ
ー
株
式
会
社
本
社
オ
フ

ィ
ス
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
松
本
晃
代
表
取
締

役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
は
じ
め
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
本
部
長
後
藤
綾
子
様
、

人
財
・
組
織
開
発
部
西
村
結
様

か
ら「
働
き
方
」に
つ
い
て
の
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松
本

会
長
は
、
日
本
が
右

肩
上
が
り
の
成
長
を

続
け
て
き
た
時
代
と

現
在
を
比
較
し
、
こ

れ
ま
で
の
旧
式
的
な

働
き
方
や
慣
例
が
も

は
や
通
用
し
な
い
こ
と

を
、具
体
的
な
デ
ー
タ

を
挙
げ
な
が
ら
分
か

り
や
す
く
解
説
。「
経

営
と
は
、
す
べ
て
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

（
利
害
関
係
者
）を
喜

ば
せ
る
こ
と
で
あ
る
」

「
世
の
た
め
、
人
の
た

め
に
こ
そ『
儲
け
る
』

こ
と
が
大
切
」
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
藤
様
、
西
村

様
に
は
、
ご
自
身

の
社
会
人
と
し
て

の
体
験
も
混
じ
え

な
が
ら
、
女
性
の

働
き
方
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
企
業
の

第
一
線
で
働
く
現

役
社
員
か
ら
の
熱

の
こ
も
っ
た
お
話

と
あ
っ
て
、
学
生

た
ち
は
自
分
の
将

来
と
も
重
ね
な
が

ら
真
剣
な
表
情
で

耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

講
演
会
終
了
後

は
学
生
か
ら
多
彩

な
質
問
が
飛
び
出

し
、
予
定
時
間
を

オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
の
活
発
な

質
疑
応
答
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
最
後
に
本
社
内
の
オ
フ

ィ
ス
見
学
を
実
施
。「
働
く
」現

場
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
機
会
と
あ
っ
て
、

学
生
た
ち
は
興
味
深
そ
う
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
松
戸
白
宇
宙
か
ぼ
ち
ゃ
」と

は
、二
〇
一
〇
年
、宇
宙
飛
行
士

の
山
崎
直
子
さ
ん
が
、松
戸
の

固
有
種
で
あ
る「
白
か
ぼ
ち
ゃ
」

の
種
を
宇
宙
へ
持
っ
て
行
っ
た

こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の

で
す
。
そ
の
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ

た
一
般
社
団
法
人
松
戸
白
宇
宙

か
ぼ
ち
ゃ
の
会
主
催
の
レ
シ
ピ

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、聖
徳
大
学

も
初
回
か
ら
参
加
し
て
お
り
、

今
回
は
五
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
間
栄
養
学
科
の
一
年
生
ほ

か
、短
期
大
学
部
総
合
文
化
学

科
の
有
志
の
学
生
が
、二
〇
一
六

年
十
月
に
松
戸
白
宇
宙
か
ぼ

ち
ゃ
お
よ
び
そ
の
粉
末
を
使
っ

て
、そ
れ
ぞ
れ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

レ
シ
ピ
を
考
え
ま
し
た
。そ
こ
か

ら
事
前
審
査
で
選
ば
れ
た
ク
ッ

キ
ン
グ
部
門
七
名
、ス
イ
ー
ツ
部

門
七
名
の
学
生
が
、十
一
月
二
十

日（
日
）に
京
葉
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

第
五
回
コ
ン
テ
ス
ト
の
本
選
に

臨
み
ま
し
た
。

　

皆
、一
所
懸
命
に
料
理
や
ス

イ
ー
ツ
を
作
り
上
げ
、昼
頃
か

ら
行
わ
れ
た
審
査
時
に
は
、自

分
の
作
っ
た
調
理
品
の
特
徴

等
の
ア
ピ
ー
ル
も
し
っ
か
り

と
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
両
部

門
の
各
七
名
全
員
が
、そ
れ
ぞ

れ
松
戸
市
長
賞
や
商
工
会
議

所
会
頭
賞
な
ど
を
受
賞
し
、コ

ン
テ
ス
ト
は
盛
会
の
ま
ま
終

了
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生

に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
と
な

り
、ま
た
自
信
を
持
つ
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

真剣に耳を傾ける学生たち

松本晃代表取締役会長兼CEO

　

聖
徳
大
学
と
新
京
成
電
鉄
株

式
会
社
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る「
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
」を
十
二

月
十
一
日（
日
）、
新
京
成
電
鉄

の
新
津
田
沼
駅
前
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
一
階
特
設
ス
テ
ー
ジ
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

出
演
は
、
大
学
院
音
楽
文
化

研
究
科
修
了
生
の
佐
間
野
朋
美

さ
ん（
平
成
二
十
一
年
修
了
）、

真
野
綾
子
さ
ん（
平
成
二
十
四

年
度
修
了
）、
二
瓶
舞
子
さ
ん

（
平
成
二
十
七
年
度
修
了
）と
演

奏
学
科
の
鳥
井
俊
之
教
授
に
よ

る「
聖
徳
女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」。

「
サ
ン
タ
が
街
に
や
っ
て
く
る
」

に
始
ま
り
、「
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス

マ
ス
」や「
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ

ル
」、ク
ラ
シ
ッ
ク
の「
ア
ヴ
ェ

ヴ
ェ
ル
コ
ル
プ
ス
」「
ア
ヴ
ェ
・

マ
リ
ア
」、オ
ペ
ラ
の
名
曲
か
ら

は
プ
ッ
チ
ー
ニ
作
曲
、ジ
ャ
ン

ニ
・
ス
キ
ッ
キ
よ
り「
私
の
お
父

さ
ん
」等
を
ソ
ロ
や
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
で
演
奏
し
ま
し
た
。
小
さ

な
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

幅
広
い
方
々
が
熱
心
に
聴
い
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
新
京

成
電
鉄
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「
し
ん
ち
ゃ
ん
」「
け
い
ち
ゃ

ん
」も
登
場
し
、
出
演
者
全
員

に
よ
り「
新
京
成
で
出
発
だ
」を

歌
い
、
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。チ
ャ
リ
テ
ィ
募

金
も
同
時
に
行
い
、
当
日
は

二
万
六
千
八
百
六
十
一
円
の
募

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
集
ま
っ

た
募
金
は
新
京
成
電
鉄
を
通
じ

て「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
助
け
合
い
運

動
」へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
、
私
た
ち
は
ど

ん
な「
夢
」や「
憧
れ
」を
描
い
て

い
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
夢
を

叶
え
る
べ
く
、
聖
徳
大
学
生
涯

学
習
研
究
所
主
催
で
、「
ジ
ュ
ニ

ア
夢
カ
レ
ッ
ジ
２
～
プ
ロ
か
ら

学
ぶ
お
仕
事
体
験
～
」を
十
二

月
十
一
日（
日
）に
実
施
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
百
九
十
五
名
の

小
中
学
生
が
参
加
し
、
各
々
が

希
望
し
た
職
業
を
体
験
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
か
ら
学
べ
る
お
仕
事
体

験
は
全
十
五
種
類
。
学
内
か
ら

は「
新
聞
記
者
」「
パ
テ
ィ
シ
エ
」

「
音
楽
療
法
士
」「
幼
稚
園
教
諭
・

保
育
士
」「
建
築
士
」「
心
理
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
」「
管
理
栄
養
士
」「
医

者
」「
看
護
師
」、
学
外
か
ら
は

「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
」

「
鉄
道
職
員
」「
エ
ン
ジ
ニ
ア
」

「
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
」

「
弁
護
士
」「
百
貨
店
の
仕
事
」の

プ
ロ
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
学

生
と
と
も
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
体
験
前
に
は
子
ど
も
た

ち
向
け
に「
な
ぜ
働
く
の
か
？
」

に
つ
い
て
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
、
体
験
後
に
は
一
堂

に
集
結
し
、
学
生
主
導
で「
仕

事
に
つ
い
て
」の
ふ
り
か
え
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

本
事
業
の
特
色
は
、
今
回
関

与
し
た
ス
タ
ッ
フ（
プ
ロ
・
教
職

員
・
学
生
・
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
）

の
全
て
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
し
た
こ
と
、
新
京
成
電

鉄
株
式
会
社
、
伊
勢
丹
松
戸
店
、

株
式
会
社
デ
ィ
ッ
ジ
等
、
多
数

の
企
業
か
ら
の
協
力
を
い
た
だ

い
た
こ
と
で
す
。
参
加
し
た
子

ど
も
か
ら
は「
絶
対
に
今
日
体

験
し
た
職
業
に
就
き
た
い
」な

ど
の
声
が
続
々
と
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
も
、
生
涯
学
習
研

究
所
で
は
、
地
学
連
携
や
社
会

参
画
に
結
び
付
く
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

構内アナウンス体験（鉄道職員体験より）

長江所長囲み取材（新聞記者体験より）

第
五
回	

松
戸
白
宇
宙
か
ぼ
ち
ゃ

　
　
　	

レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
に
挑
戦
！

ジ
ュ
ニ
ア
夢
カ
レ
ッ
ジ
２

～
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
お
仕
事
体
験
～

本
学
学
生
が
カ
ル
ビ
ー
株
式
会
社

本
社
オ
フ
ィ
ス
を
訪
問

　

第
四
十
七
回
千
葉
県
私
学
教

育
功
労
者
表
彰
式
が
十
二
月
三

日（
土
）、ア
パ
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー

ト
東
京
ベ
イ
幕
張（
千
葉
市
）に

て
行
わ
れ
、聖
徳
大
学
児
童
学

部
児
童
学
科　

原
田
弘
之
教
授

が
、多
年
に
わ
た
る
千
葉
県
の

私
学
教
育
の
振
興
・
発
展
へ
の

功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

千
葉
県
私
学
教

育
功
労
者
表
彰

聖徳大学大学院
児童学部児童学科

教授
原田 弘之

コンテスト本選の様子

●●●	聖徳大学×新京成電鉄	●●●
クリスマス チャリティ コンサート
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聖
徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
習
方
法
の
見
え
る
化
・

改
善
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

パ
キ
ス
タ
ン
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た

　

聖
徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
に
は
、
学
期
末
試
験

に
対
す
る
不
安
を
抱
き
、
相
談

に
訪
れ
る
学
生
も
い
ま
す
。
そ

の
際
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
る
の
が
、「
試
験

全
容
の
見
え
る
化
」で
す
。
試

　

語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、

十
一
月
十
八
日（
金
）に
外
国
人

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
き
、

母
国
の
文
化
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ゲ
ス
ト
は
、パ
キ
ス
タ

ン
出
身
で
松
戸
市
国
際
文
化
大

使
を
務
め
る
Ｔ
・
Ｓ
・
バ
ル
ニ
ー

さ
ん
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際
放
送
の
ア

験
科
目
数
、
試
験
の
特
徴
、
評

価
方
法
な
ど
を
す
べ
て
一
枚
の

用
紙
に
書
き
出
し
、
ど
の
程
度

の
学
習
時
間
が
必
要
か
、
い
つ

か
ら
始
め
る
べ
き
か
な
ど
を
明

確
に
し
、
自
力
で
計
画
を
立
て

ら
れ
る
よ
う
、
指
導
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
計
画
立
案
力
は
、

国
家
試
験
、
公
務
員
試
験
等
の

際
に
も
求
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

秋
学
期
の
期
末
試
験
も
控
え

た
十
二
月
に
は
、「
学
習
方
法
の

見
え
る
化
・
改
善
セ
ミ
ナ
ー
」を

計
三
回
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、セ

ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
が
開
発
し
た

「
学
習
診
断
シ
ー
ト
」を
用
い
、

学
習
基
礎
力
に
関
す
る
チ
ェ
ッ

ク
、
春
学
期
の
試
験
結
果
の
振

り
返
り
、
秋
学
期
の
試
験
概
要

を
記
入
し
て
も
ら
い
ま
す
。
な

お
、
本
シ
ー
ト
は
日
々
の
相
談

ナ
ウ
ン
サ
ー
、
通
訳
の
仕
事
の

ほ
か
、タ
レ
ン
ト
活
動
も
行
っ
て

お
り
、
日
本
テ
レ
ビ
の「
世
界

ま
る
見
え
！
テ
レ
ビ
特
捜
部
」

ミ
ス
テ
リ
ー
ク
イ
ズ
に
て
外
国

人
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
出
演
し

た
ほ
か
、
映
画「
テ
ル
マ
エ
・
ロ

マ
エ
Ⅱ
」で
は
、
声
の
吹
き
替

え
を
担
当
す
る
な
ど
、
幅
広
い

分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

バ
ル
ニ
ー
さ
ん
は
、パ
キ
ス

タ
ン
の
国
や
文
化
に
つ
い
て
知

る
機
会
が
少
な
い
私
た
ち
に
、

歴
史
や
宗
教
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ま
た
、パ
キ
ス
タ
ン
の

一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
う

近
代
的
な
都
会
の
風
景
、カ
ラ

フ
ル
な
民
族
衣
装
の
店
、
何
日

に
も
わ
た
る
華
や
か
な
結
婚
式

で
の
学
生
課
題
な
ど
を
体
系
的

に
整
理
し
た
独
自
の
診
断
シ
ー

ト
で
す
。シ
ー
ト
に
は
学
期
に
合

わ
せ
て
マ
ト
リ
ク
ス
表
が
描
か

れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
、
試

験
の
特
徴
、
得
意
不
得
意
等
を

勘
案
し
な
が
ら
、
試
験
科
目
を

記
入
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
う

え
で
、
優
先
順
位
を
つ
け
、
具

体
的
な
計
画
表
に
落
と
し
込
む

コ
ツ
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
学
生

の
お
よ
そ
半
数
が
、
そ
の
後
、

計
画
表
を
見
て
ほ
し
い
と
相
談

に
訪
れ
て
お
り
、
参
加
学
生
の

関
心
の
高
さ
と
意
欲
を
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
で

適
切
な
計
画
立
案
、
実
践
が
で

き
れ
ば
、
国
家
試
験
、
公
務
員

試
験
対
策
で
も
、
確
実
に
ア
ド

バ
ン
テ
ー
ジ
を
と
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
回
は
大
学
一
・
二

年
生
、
短
大
一
年
生
を
対
象
と

し
ま
し
た
が
、
今
後
、
国
家
試

験
等
に
向
け
た
計
画
立
案
の
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

の
写
真
な
ど
も
と
て
も
新
鮮
で

し
た
。

　

日
本
で
食
べ
る
細
長
い
ナ
ン

は
、実
際
イ
ン
ド
や
パ
キ
ス
タ
ン

で
食
べ
ら
れ
て
い
る
円
形
の
も

の
と
は
違
い
、
日
本
独
自
に
発

達
し
た
も
の
で
あ
る
な
ど
、
時

お
り
ト
リ
ビ
ア
も
挟
み
な
が
ら

の
楽
し
い
語
り
口
調
に
、
み
な

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

既
に
春
学
期
に
学
習
診
断
を

受
け
期
末
試
験
で
好
成
績
を
修

め
、
報
告
に
訪
れ
て
く
れ
る
学

生
も
い
ま
す
。
自
分
自
身
の
学

習
基
礎
力
、
試
験
科
目
の
特
徴

等
を
把
握
し
、
計
画
表
を
作
成
、

手
帳
に
時
間
を
書
き
込
ん
で
い

く
ま
で
の
一
連
の
流
れ
と
コ
ツ

を
、
で
き
る
だ
け
早
く
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

十
二
月
十
九
日（
月
）、
語
学

教
育
セ
ン
タ
ー
の
教
員
と
Ｅ
Ｓ

Ｓ
の
学
生
が
集
ま
り
、ク
リ
ス
マ

ス
間
近
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
ク
リ

ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
歌
う
「
キ
ャ

ロ
リ
ン
グ
」を
行
い

ま
し
た
。

　

夕
方
、
正
門
の
近

く
で
帰
途
に
つ
く

教
員
や
学
生
た
ち

に
歌
声
を
聞
い
て

も
ら
お
う
と
、
学
生

と
教
員
が
集
ま
り
、

ギ
タ
ー
の
伴
奏
付

き
で
英
語
と
日
本

語
の
ク
リ
ス
マ
ス

ソ
ン
グ
を
歌
い
ま

し
た
。
通
り
が
か
っ

た
教
員
や
学
生
と

挨
拶
を
し
て
い
る

と
、
い
っ
し
ょ
に
歌

を
歌
っ
て
く
れ
る
人
た
ち
も
現

れ
、
普
段
触
れ
合
う
機
会
の
少

な
い
学
生
や
教
員
が
、
短
い
な

が
ら
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ

　

松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、全
員

が
短
時
間
で
安
全
に
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、毎
年
聖

徳
大
学
消
防
・
防
災
総
合
訓
練

を
全
学
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。 　

本
年
度
は
十
一
月
二
十
五

日（
金
）、十
一
時
五
十
五
分
に
大

規
模
地
震
が
発
生
し
た
想
定
で

学
内
に
非
常
放
送
が
流
れ
、学

生
や
教
職
員
、附
属
幼
稚
園
の

園
児
、そ
の
他
関
係
者
が
、

ハ
ン
カ
チ
で
口
を
押
さ
え

な
が
ら
、所
定
の
避
難
場

所
へ
避
難
し
ま
し
た
。そ

の
後
、「
安
否
確
認
シ
ー

ト
」を
担
当
者
が
素
早
く

回
収
、確
認
し
、二
千
五
百 

五
十
三
名
が
避
難
を
完

了
し
ま
し
た
。

　

避
難
完
了
後
、松
戸
中

央
消
防
署
副
署
長
の
内

川
氏
よ
り
災
害
か
ら
身

を
守
る
た
め
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
、「
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る

こ
と
が
基
本
で
あ
り
、災

害
が
発
生
し
た
際
は
ど
の
よ

う
に
行
動
す
る
の
か
な
ど
、常

に
防
災
意
識
を
忘
れ
な
い
で

ほ
し
い
」と
の
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
増
井
三

夫
災
害
対
策
副
本
部
長
よ
り

「
四
年
前
の
東
日
本
大
震
災
を

経
験
し
訓
練
の
大
切
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。日
頃
の
訓
練
、心

が
け
が
い
か
に
重
要
か
再
認
識

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、松
戸

キ
ャ
ン
パ
ス
は
災
害
に
非
常

に
強
く
、安
全
で
す
。
安
心
し

て
学
生
生
活
を
送
っ
て
く
だ

さ
い
」と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、教
職
員
に
よ
り
、訓

練
用
消
火
器
を
用
い
た
消
火

訓
練
を
行
い
、消
火
器
の
基
本

操
作
を
学
ぶ
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
日
常
生
活

を
送
る
上
で
、気
を
緩
め
ず
に

安
全
へ
の
意
識
を
持
ち
続
け

る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ら

れ
た
訓
練
で
し
た
。

　

聖
徳
大
学
看
護
学
部
の
三
年

生
は
秋
学
期
よ
り
、
一
グ
ル
ー

プ
各
五
名
に
分
か
れ
て
六
科
目

の
臨
地
実
習
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
し
ま
す
。

　

学
生
は
病
院
に
て
一
～
二
人

の
患
者
さ
ん
を
受
け
持
ち
、
患

者
さ
ん
の
情
報
収
集
か
ら
ア
セ

ス
メ
ン
ト（
患
者
情
報
の
評
価
）、

看
護
計
画（
実
質
的
な
ケ
ア
計

画
）を
立
て
て
看
護
ケ
ア
を
実

践
し
て
い
ま
す
。
受
け
持
ち
の

患
者
さ
ん
に
は
、
臨
地
実
習
の

重
要
性
と
患
者
さ
ん
の
安
全
を

最
優
先
す
る
こ
と
を
説
明
し
、

同
意
を
得
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
実
習
で
は
、
臨
地
の

指
導
者（
看
護
師
）に
学
生
の
行

動
計
画
を
発
表
し
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
ケ
ア
を
行
う
の
か
、

患
者
さ
ん
の
安
全
・
安
楽
が
充

分
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、

確
認
・
指
導
の
も
と
で
実
践
し

ま
す
。
学
生
は
患
者
さ
ん
と
ご

家
族
、
指
導
者
と
新
し
い
関
係

性
の
中
で
自
分
自
身
の
持
っ
て

い
る
力
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
教
員
は
学
生
の
心

身
の
状
態
を
把
握
し
、
学
生
の

知
識
・
技
術
を
そ
の
現
場
に
あ

っ
た
確
実
な
も
の
と
し
、
患
者

さ
ん
の
前
に
自
信
を
も
っ
て
立

て
る
よ
う
、
ま
た
医
療
者
と
し

て
の
態
度
・
役
割
に
つ
い
て
学

ぶ
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

学
生
に
と
っ
て
臨
地
実
習
は
、

生
老
病
死
に
出
会
う
、
大
変
緊

張
を
強
い
ら
れ
る
学
習
環
境
で

す
が
、
人
の
生
き
る
姿
勢
や
価

値
観
に
触
れ
、
看
護
を
学
ぶ
も

の
と
し
て
の
自
分
の
姿
勢
を
問

い
た
だ
さ
れ
る
瞬
間
が
何
度
も

あ
り
、
悩
み
な
が
ら
も
大
き
く

成
長
し
て
い
る
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

看
護
学
部

臨
地
実
習
レ
ポ
ー
ト

平
成
二
十
八
年
度

聖
徳
大
学
消
防
・
防
災
総
合
訓
練
を
実
施

　

聖
和
会
は
、本
学
通
信
教
育

部
の
短
期
大
学
部
、大
学
、大
学

院
の
同
窓
会
で
、現
在
五
千
五
百

名
の
会
員
数
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
は
総
会
と
役
員
・
支
部

長
研
修
会
を
年
度
に
よ
り
交
互

に
開
催
し
て
お
り
、首
都
圏
の

支
部
に
お
い
て
も
支
部
会
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
に
つ
い
て
は
、昨
年

六
月
に
本
学
十
号
館
で
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
学

長
先
生
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
、

総
会
で
予
算
、決
算
報
告
、事
業

報
告
の
ほ
か
、事
務
局
か
ら
も

在
学
生
の
現
状
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
後
の
懇
親
会

で
は
、ゲ
ス
ト
と
し
て
本
学
音

楽
学
部
の
卒
業
生
で
結
成
さ
れ

て
い
る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の

演
奏
で
盛
り
上
が
り
、全
国
か

ら
集
ま
っ
た
同
窓
生
同
士
、楽

し
く
旧
交
を
深
め
、二
年
後
の

再
会
を
約
束
し
て
盛
会
に
終
了

し
ま
し
た
。

　

十
一
月
に
は
神
奈
川
県
支
部

会
、年
が
明
け
て
一
月
に
は
東

京
支
部
会
も
開
催
さ
れ
、親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、春
期
と
秋
期
に
は
在

学
生
支
援
の
た
め
の
学
習
ガ
イ

ダ
ン
ス
と
学
生
募
集
の
た
め
の

説
明
会
を
、事
務
局
職
員
に
協

力
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
度
は
役
員
・

支
部
長
研
修
会
を
開
催
す
る
年

と
な
っ
て
お
り
、夏
期
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。
同
窓
生
の
親

睦
、在
学
生
へ
の
支
援
と
共
に
、

通
信
教
育
部
と
学
園
の
さ
ら
な

る
発
展
に
向
け
、聖
和
会
も
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

通
信
教
育
部
同
窓
会
「

聖
和
会
」
活
動
報
告

内川松戸中央消防署副署長によるお話
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第3回 日光いろは坂女子駅伝
▷	健闘！	第9位	◁

　平成28年11月27日（日）に開催された「第3回日光いろは坂女子駅伝」
にて、本学陸上競技部のなでしこたちが急勾配の難所が続く日光いろ
は坂を舞台に熱闘を繰り広げ、過去最高順位、及び過去最高記録でたす
きを繋ぎ切りました。
　先に開催された関東大学女子
駅伝では後塵を拝したライバル
チーム（３大学）の上を行き、見
事リベンジを果たすことができ
ました。皆様のご声援に感謝申
し上げます。
　今後も全日本大学女子駅伝出
場を目指し、よりいっそう日々
精進していく所存です。今年も
相変わりませぬご支援、ご協力
のほどお願い申し上げます。

詳細は聖徳大学陸上競技部HP
URL：http://www4.hp-ez.com/hp/seitokuriku/page6

監督の部屋聖徳大学陸上競技部 ⑳

　

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期

大
学
部
で
は
、
北
海
道
か
ら
九

州
・
沖
縄
ま
で
全
国
十
一
箇
所

に
支
部
を
設
置
し
、
後
援
会
支

部
総
会
お
よ
び
保
護
者
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。プ
ロ
グ
ラ
ム

前
半
の
支
部
総
会
で
は
、
卒
業

生
に
よ
る
学
生
生
活
や
就
職
に

つ
い
て
の
体
験
発
表
を
行
い
、

後
半
の
保
護
者
会
で
は
教
員
と

の
個
別
面
談
の
時
間
を
設
け
、

修
学
状
況
の
確
認
と
今
後
の
進

路
に
つ
い
て
の
相
談
が
行
わ
れ

ま
す
。
今
回
は
、
十
一
月
二
十

日（
日
）に
行
わ
れ
た
北
関
東
支

部
総
会
に
つ
い
て
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

当
日
は
卒
業
生
の
体
験
発
表

と
し
て
、
埼
玉
県
三
郷
市
立
高

州
保
育
所
に
勤
務
さ
れ
て
い
る

今
井
実
結
さ
ん（
平
成
二
十
八

年
三
月
・
短
期
大
学
部
保
育
科

保
育
士
コ
ー
ス
卒
）に
登
壇
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

在
学
中
、
計
五
回
に
わ
た
っ

て
実
習
に
参
加
し
た
今
井
さ
ん
。

寝
る
間
も
惜
し
ん
で
実
習
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
、多
忙
な
中
で
も

体
調
管
理
に
気
を
つ
け
る
、
分

か
ら
な
い
点
を
指
導
教
員
に
聞

く
と
言
っ
た
基
本
的
な
こ
と
の

大
切
さ
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と

の
関
わ
り
の
中
で
、
実
習
を
重

ね
る
ご
と
に
自
分
の
意
識
に
変

化
が
生
ま
れ
て
い
く
様
子
を
詳

細
に
語
ら
れ
、
保
護
者
の
方
が

深
く
聞
き
入
る
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。

　

発
表
の
最
後
に
は
、
現
在
保

育
士
と
し
て
働
く
身
か
ら
過
去

の
学
生
生
活
を
振
り
返
り
、「
聖

徳
は
他
大
学
に
比
べ
る
と
授
業

内
容
が
多
く
、
ま
た
厳
し
く
、

大
変
な
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
体
験

が
本
当
に
自
分
の
た
め
に
な
っ

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
勉
強
で
き
る
、
何
で

も
教
え
て
も
ら
え
る
環
境
を
ぜ

ひ
有
効
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
、
在
学
生
と
保
護
者
の
方
に

向
け
て
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
保
護
者
の
方
に
多

数
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
後
半

の
個
別
面
談
で
は
、
進
路
に
つ

い
て
担
当
の
教
員
と
熱
心
に

相
談
す
る
光
景
が
見
ら
れ
、
体

験
発
表
と
あ
わ
せ
て
、
卒
業
後

の
未
来
に
つ
い
て
考
え
を
巡

ら
せ
る
絶
好
の
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

後
援
会
支
部
総
会
・
保
護
者
会 

活
動
報
告

～
卒
業
後
を
見
据
え
て
～

発表する今井実結さん

　

一
月
十
二
日（
木
）、音
楽
学

部
一
年
生
の
授
業「
音
楽
と
社

会（
音
楽
キ
ャ
リ
ア
教
育
Ｉ
）」

に
、卒
業
生
で
陸
上
自
衛
隊
東

部
方
面
音
楽
隊
の
ホ
ル
ン
奏
者

と
し
て
活
躍
中
の
荒
川
瑶
恵
さ

ん
が
、自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力

本
部
柏
募
集
案
内
所
の
自
衛
官

の
方
た
ち
と
一
緒
に
ゲ
ス
ト
と

し
て
来
校
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
報
担
当
の
方
が
自
衛
隊

の
仕
事
の
概
略
を
説
明
さ
れ

た
後
、荒
川
さ
ん
が「
自
衛
隊
音

楽
隊
と
は
？
」「
音
楽
隊
に
入
隊

す
る
に
は
？
」な
ど
の
基
本
的

な
情
報
か
ら
現
在
の
活
動
内

容
ま
で
、自
分
が
学
生
時
代
か

ら
歩
ん
で
き
た
道
の
り
と
重

ね
合
わ
せ
て
、詳
し
く
説
明
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
大
好
き
な
ホ
ル
ン
の
演
奏

を
仕
事
に
し
た
い
」と
い
う
夢

を
叶
え
た
荒
川
さ
ん
。
夢
の
実

現
の
た
め
、山
本
真
先
生
の
指

導
の
も
と
で
演
奏
の
技
術
と

表
現
の
向
上
に
努
め
る
一
方
、

柏
募
集
案
内
所
に
し
ば
し
ば

通
っ
て
情
報
を
集
め
、試
験
勉

強
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
だ

そ
う
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
み
、

人
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
、年
間

百
回
も
の
本
番
を
こ
な
す
音

楽
隊
の
仕
事
が
生
き
が
い
に

な
っ
て
い
る
と
語
る
荒
川
さ

ん
の
制
服
姿
は
、と
て
も
輝
い

て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
自
衛
隊

音
楽
隊
の
仕
事
に
つ
い
て
ほ

と
ん
ど
知
識
の
な
か
っ
た
一

年
生
も
、先
輩
か
ら
直
接
話
を

聞
く
貴
重
な
機
会
を
得
て
、職

務
の
多
様
性
や
魅
力
を
具
体

的
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

自
衛
隊
音
楽
隊
員
と
し
て
活
躍
す
る

卒
業
生
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
来
校

荒川瑶恵さん

　

園
児
の
交
通
安
全
活
動
を
積

極
的
に
推
進
し
、
交
通
事
故
防

止
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
と
し

て
、
十
一
月
二
十
九
日（
火
）、

警
視
庁
高
尾
警
察
署
長
な
ら
び

に
高
尾
交
通
安
全
協
会
長
よ
り
、

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
聖
徳
学
園
で
は
、
今
後
も

学
園
を
あ
げ
て
交
通
安
全
教
育

に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　

一
月
十
二
日（
木
）、
八
潮
こ

ど
も
夢
大
学
の
修
了
式
が
、
八

潮
メ
セ
ナ
に
て
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

大
山
忍
学
長（
八
潮
市
長
）か

ら
学
生
一
人
ひ
と
り
に
修
了
証

が
手
渡
さ
れ
た
後
、
大
山
学
長

は「
ぜ
ひ
今
後
こ
の
よ
う
な
大

学
の
学
習
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま

の
こ
れ
か
ら
の
学
生
生
活
に
生

か
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
本

学
の
川
並
弘
純
学
長
が
来
賓
と

し
て
、「
自
分
に
何
が
で
き
る
の

か
、
ま
た
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
の
か
、

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
い
た
ら
、
き
っ
と
皆

さ
ん
方
の
こ
れ
か
ら
の
学
校
で

の
学
び
が
有
意
義
な
も
の
に
な

る
」と
学
生
た
ち
に
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
児
童
を
代
表
し

て
八
潮
市
立
大
瀬
小
の
水
谷
卓

郎
君
が
、「
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

一
番
学
ん
だ
こ
と
は
、
大
学
で

は『
間
違
い
は
な
い
』、
間
違
い

も
恥
ず
か
し
く
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
間
違
い
を
意
識
す
る

の
で
は
な
く
、
自
分
の
意
見
を

ど
ん
ど
ん
発
表
す
る
こ
と
が
本

当
の
か
っ
こ
良
さ
だ
と
知
り
ま

し
た
」と
原
稿
を
見
る
こ
と
な

く
堂
々
と
発
表
し
、
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
の
記
念
撮
影
で
は
、

各
大
学
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

し
て
、
ひ
と
回
り
成
長
し
た
学

生
た
ち
が
、
皆
誇
ら
し
げ
な
顔

で
フ
レ
ー
ム
に
収
ま
っ
て
い
ま

し
た
。

平
成
二
十
八
年
度

八
潮
こ
ど
も
夢
大
学
修
了
式

八
王
子
中
央
幼
稚
園
に
感
謝
状

交
通
安
全
活
動
の
推
進
に
貢
献
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い
つ
も
聖
徳
学
園
創
立
八
十
周

年
記
念
事
業
募
金
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
度
、
事
業
開
始
よ
り

四
年
目
を
む
か
え
、
寄
付
金
の
総

額
が
七
億
円
、
寄
付
件
数
も
延
べ

三
千
件
と
な
り
ま
し
た（
平
成

二
十
八
年
十
二
月
末
現
在
）。
ひ
と

え
に
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
に
よ
る

も
の
と
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
支
援
は
、

教
室
の
机
や
イ
ス
と
い
っ
た
身
近

な
も
の
か
ら
大
規
模
な
施
設
の
整

備
事
業
に
い
た
る
ま
で
、
教
育
内

容
の
充
実
の
た
め
に
幅
広
く
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
引
き
続

き
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

（注）公開をご希望されない方については、掲載しておりません。コンビニエンスストアよりお振込みされた方は、匿名の取り扱いにさせて
いただいております。ご芳名の掲載を希望される方は、お手数ですが創立80周年記念事業募金係までご連絡ください。

平成28年11月1日から12月31日までのご寄付分を掲載しております。

■ご寄付のお申し込みについて　お電話またはホームページからお申
込みください。募金係より募金趣意書、払込用紙をお送りいたします。
■お問い合わせ先　
東京聖徳学園創立80周年記念事業募金係

TEL． 047-365-1111（代）ホームページアドレス

http ://www.seitoku. jp/bokin/

●
取
引
業
者
関
係

三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
竹
中
工
務
店
東
京
本
店

　
常
務
執
行
役
員
本
店
長
　
相
模
　

友
行
　

様

五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー
オ
ブ
ジ
ャ
パ
ン

　
代
表
取
締
役
　
荷
口
　
優
　
様

 

（
二
、二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
、〇
〇
〇
円

花
喜
園

　
代
表
　
花
木
　
常
明
　
様

 

（
三
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
丸
協

　
代
表
取
締
役
　
新
堀
　
信
永
　
様

 

（
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
エ
コ
マ
ッ
ク
ス

　
代
表
取
締
役
　
髙
橋
　
栄
二
　
様

 

（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
大
学
後
援
会
関
係

五
〇
、〇
〇
〇
円

　
荷
口
　
優 

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
吉
岡
　
一
祥 

様（
一
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
〇
、〇
〇
〇
円

　
羽
賀
　
真
理 

様

二
〇
、〇
〇
〇
円

　
浦
田
　
幸
利 

様（
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
弓
削
　
雅
之 

様（
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
、〇
〇
〇
円

　
松
本
　
信
一 

様（
一
五
、〇
〇
〇
円
）

●
香
和
会
関
係

三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
長
江
　
曜
子 

様（一
、二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

『
東
京
聖
徳
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
募
金
』

 
寄
付
者
芳
名
一
覧  

平
成
二
十
八
年
十
一
月
〜
十
ニ
月
ご
寄
付
分

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
付
総
額
　

七
億
円

件
数（
延
べ
）　
三
千
件

▼▼▼▼▼▼

▲▲▲▲▲▲

三
〇
、〇
〇
〇
円

　
作
道
　
訓
子 

様（
一
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
池
田
　
多
惠
子 

様（
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
、〇
〇
〇
円

　
瀬
戸
　
み
の
り 

様

●
ひ
じ
り
会
関
係

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
高
橋
　
博
子 

様（
八
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
七
、〇
〇
〇
円

　
聖
徳
大
学
幼
児
教
育
専
門
学
校

　
昭
和
三
十
九
年
卒
同
期
す
み
れ
会
一
同 

様

●
附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
市
橋
　
京
子 

様

　
大
野
　
竜
昭 

様（
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
川
和
　
利
行 

様 

熊
野
　
弘
之 

様

　
松
浦
　
克
彦 

様

二
〇
、〇
〇
〇
円

　
佐
々
木
　
森
雄 

様（
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
安
井
　
高
明 

様（
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
石
井
　
秀
明 

様

　
狩
野
　
孝
司 

様（
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
野
口
　
洋 

様（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
関
係

五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
山
下
　
忠
邦 

様（
八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
池
畑
　
泰
秀 

様（
一
五
、〇
〇
〇
円
）

三
〇
、〇
〇
〇
円

　
大
木
　
一
也 

様

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
川
口
　
昌
幸 

様（
一
五
、〇
〇
〇
円
）

●
附
属
小
学
校
関
係

二
〇
、〇
〇
〇
円

　
廣
瀬
　
瑞
紀 

様（
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
田
中
　
政
道 

様（
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
川
上
　
幸
江 

様（
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
附
属
幼
稚
園
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
蓜
島
　
靖
裕 
様（
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
眞
志
喜
　
健 

様（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
三
田
幼
稚
園
関
係

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
清
水
　
浩
一 

様（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
法
人
役
員
関
係

三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
川
並
　
弘
純 

様（一
、四
六
五
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
池
田
　
清
英 

様（
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
〇
、〇
〇
〇
円

　
増
井
　
三
夫 

様（
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
教
職
員
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　
今
井
　
悦
子 

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
川
並
　
孝
純 

様（
八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
川
並
　
珠
緒 

様（
八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
村
井
　
靖
兒 

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
手
呂
内
　
利
之 

様（
七
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
〇
、〇
〇
〇
円

　
古
川
　
寿
子 

様（
三
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
水
戸
　
美
津
子 

様（
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
六
、〇
〇
〇
円

　
鈴
木
　
正
和 

様（
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
吉
田
　
眞
言 

様（
一
一
七
、〇
〇
〇
円
）

三
〇
、〇
〇
〇
円

　
大
野
　
泰
男 

様（
一
一
一
、〇
〇
〇
円
）

　
椎
名
　
仙
卓 

様（
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
辻
　
正
行 

様（
一
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

二
四
、〇
〇
〇
円

　
金
子
　
清
美 

様（
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
沢
﨑
　
真
史 

様（
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
髙
村
　
久
美
子 

様（
七
八
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
、四
〇
〇
円

　
富
瀨
　
裕 

様（
六
八
、〇
〇
〇
円
）

二
〇
、〇
〇
〇
円

　
岡
田
　
耕
一 

様（
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
八
、〇
〇
〇
円

　
上
坂
　
真
奈
美 

様（
七
八
、五
〇
〇
円
）

一
二
、〇
〇
〇
円

　
奥
村
　
高
明 

様（
二
九
、〇
〇
〇
円
）

　
南
地
　
礼
智 

様（
三
六
、〇
〇
〇
円
）

　
廣
田
　
真
樹
子 

様（
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
五
、〇
〇
〇
円

　
聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

　
教
職
員
一
同 

様（
六
三
、〇
〇
〇
円
）

一
一
、一
〇
〇
円

　
聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

　
教
職
員
一
同 

様

一
〇
、〇
〇
〇
円

　
石
川
　
達
朗 
様 

小
口
　
多
美
子 

様

　
成
瀬
　
光
一 
様（
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
野
中
　
博
史 

様（
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
そ
の
他

五
〇
、〇
〇
〇
円

　
菱
山
　
房
子 

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

（
三
、六
八
八
、〇
〇
〇
円
）

 

匿
名
希
望
者
合
計

※（
　
）内
は
累
計
額

　
合
計
　
三
三
〇
件一

〇
、九
二
一
、五
〇
〇
円

　
累
計
　
三
、一
三
四
件

七
〇
二
、七
五
〇
、七
九
二
円

検 索 ▲聖徳　募金

募
金
だ
よ
り

　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
一

日（
日
）、
幼
児
教
育
専
門
学
校

の
第
六
十
回
グ
ル
ー
プ
研
究
発

表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
専
門

学
校
保
育
科
第
一
部
二
年
生
、

保
育
科
第
二
部
三
年
生
、
そ
し

て
短
期
大
学
部
保
育
科
第
二
部

三
年
生
の
グ
ル
ー
プ
が
発
表
を

行
い
、
第
六
十
回
と
い
う
節
目

に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
と
も
さ
ま
ざ
ま

な
研
究
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
一
年

間
に
わ
た
る
研
究
活
動
を
行
い
、

そ
の
成
果
を
立
派
に
披
露
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
の
グ

ル
ー
プ
や
見
学
を
し
た
学
生
か

ら
の
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
、
お

互
い
の
知
識
を
高
め
合
う
こ
と

の
で
き
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
研
究
活
動
を
通

し
て
得
た
、
自
ら
学
ぶ
と
い
う

姿
勢
、
知
る
こ
と
の
喜
び
や
楽

し
さ
を
、
幼
児
教
育
・
保
育
の

現
場
で
活
か
せ
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
四

日（
金
）に
は
、
全
国
保
育
士
養

成
協
議
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
主
催「
学
生
研
究
発
表
会
」に

代
表
グ
ル
ー
プ
が
出
場
し
ま

す
。

　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
六

日（
水
）、聖
徳
大
学
附
属
小
学

校
に
て
創
立
三
十
周
年
記
念
式

典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
十
年
前
、私
は
開
校
と
同

時
に
最
高
学
年
の
四
年
生
と
し

て
入
学
し
ま
し
た
。
第
一
期
生

と
し
て
転
校
し
た
当
時
の
こ
と

は
、不
思
議
な
く
ら
い
鮮
明
に

思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

真
新
し
い
校
舎
に
、新
し
い
青

い
制
服
。
ベ
レ
ー
帽
に
菊
水
の

押
印
の
あ
る
ラ
ン
ド
セ
ル
。
あ

ら
ゆ
る
も
の
が
新
品
で
、子
ど

も
な
が
ら
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
通
い
始
め
ま
し
た
。

　

校
舎
内
の
デ
ザ
イ
ン
も
今

ま
で
い
た
学
校
と
は
全
く
違

い
、壁
の
な
い
教
室
に
ワ
ー
ク

ス
ペ
ー
ス
、北
欧
の
机
と
椅
子

に
、廊
下
も
す
べ
て
カ
ー
ペ
ッ

ト
。
三
十
年
前
に
、す
で
に
今

と
変
わ
ら
な
い
内
容
だ
っ
た

の
で
す
か
ら
、未
来
世
界
に
訪

れ
た
か
の
よ
う
な
環
境
に
ワ

ク
ワ
ク
し
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
当
時
、学
校
の
建
物

は
あ
っ
て
も
、中
身
は
初
め
て

出
会
っ
た
一
年
生
か
ら
四
年

生
ま
で
六
十
九
名
の
児
童
の

集
合
体
で
す
。
伝
統
を
新
た
に

積
み
上
げ
て
い
く
第
一
歩
は
、

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
児
童
手
帳「
聖
徳
の
子
」は
、

全
ペ
ー
ジ
真
っ
白
。
め
あ
て
も

約
束
も
何
も
書
い
て
い
な
い

手
帳
に
、自
分
た
ち
で
約
束
を

決
め
て
書
き
込
ん
で
い
ま
し

た
。
自
分
の
考
え
た
め
あ
て
が
、

み
ん
な
の
め
あ
て
に
な
っ
て

い
く
。
ま
さ
に「
自
分
た
ち
で

作
り
上
げ
て
い
く
学
校
」だ
っ

た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

色
々
な
も
の
を
作
り
上
げ

て
い
く
学
び
は
、当
時
の
自
分

た
ち
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た

の
で
す
が
、い
ま
振
り
返
っ
て

考
え
て
み
る
と
、指
導
し
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
は
大
変

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
、

い
や
、
間
違
い
な
く
大
変
で

あ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
熱

い
情
熱
に
今
さ
ら
な
が
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

児
童
一
人
ひ
と
り
に
対
し

て
真
摯
に
向
き
合
い
ご
指
導

い
た
だ
け
た
こ
と
が
、今
、社
会

に
微
力
な
が
ら
も
貢
献
し
よ

う
と
思
え
る
私
を
作
り
上
げ

た
こ
と
は
、ま
ぎ
れ
も
な
い
事

実
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、明
和
班
の
班
長
と
し
て
上

手
く
ま
と
め
る
こ
と
の
で
き

な
い
経
験
で
あ
っ
た
り
、さ
ま

ざ
ま
な
集
会
を
創
り
上
げ
る

活
動
の
中
で
苦
労
し
た
こ
と

を
通
し
て
、「
一
所
懸
命
」を
勉

強
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
一

所
懸
命
と
い
う
も
の
そ
れ
自

体
を
学
ん
だ
の
で
す
。
今
に

な
っ
て
、や
っ
と
わ
か
り
ま
す
。

　

秋
和
会
会
長
と
し
て
、同
じ

思
い
を
持
っ
た
卒
業
生
千
九
百 

二
十
六
名
が
い
る
こ
と
を
誇

ら
し
く
思
い
ま
す
し
、こ
れ
か

ら
も
そ
の「
輪
」を「
和
」で
し
っ

か
り
と
つ
な
ぎ
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

創
立
三
十
周
年
を
迎
え
て

秋
和
会
会
長
　
嶋
﨑 

亨
大

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

グル ープ 研 究 発 表 会

附
属
小
同
窓
会

秋
和
会
だ
よ
り
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聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
で
は

「
勤
労
感
謝
の
日
」に
ち
な
み
、

学
年
ご
と
に
日
々
の
感
謝
の
気

持
ち
を
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

方
々
に
お
伝
え
す
る
集
会
、「
感

謝
の
集
会
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

三
年
生
は
、
毎
日
子
ど
も
た

ち
を
笑
顔
で
迎
え
、
送
っ
て
く

だ
さ
る
守
衛
さ
ん
を
お
招
き
し

て
集
会
を
開
き
ま
し
た
。
守
衛

さ
ん
の
自
己
紹
介
の
後
、
質
問

タ
イ
ム
に
入
り
ま
す
。「
い
つ
も

何
時
ま
で
働
い
て
い
る
の
で
す

か
」「
鍵
は
何
本
持
っ
て
い
る
の

で
す
か
」な
ど
、
た
く
さ
ん
の

質
問
に
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
守

衛
さ
ん
が
二
十
四
時
間
小
学
校

を
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ

と
、
お
仕
事
は
普
段
見
か
け
て

い
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
こ
と

を
知
り
、
さ
ら
に
感
謝
の
気
持

ち
を
深
め
た
よ
う
で
す
。

　

四
年
生
が
招
待
し
た
の
は
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
皆
様
。
自
分
た

ち
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知

り
、「
メ
ン
テ
さ
ん
の
お
陰
で
自

分
た
ち
が
楽
し
く
勉
強
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
、
感
謝
を
し
た
い
で
す
」と

言
う
子
ど
も
た
ち
。メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
皆
様
の
や
り
が
い
は
、

「
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
生
活

す
る
の
を
見
る
こ
と
」と
の
こ

と
。
お
手
紙
を
全
員
か
ら
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
、
企
画
し
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
一
緒
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
確
か
め
た「
あ

り
が
と
う
」の
気
持
ち
を
、
伝

え
続
け
ら
れ
る
子
ど
も
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
も
ち
つ
き　

ぺ
っ
た
ん
こ
♪

そ
れ
つ
け　

ぺ
っ
た
ん
こ
♪

つ
い
た
ら 

ま
る
め
て

か
が
み
も
ち 

ぺ
っ
た
ん
こ
♪
」

　

附
属
小
学
校
で
は
恒
例
の 

明
和
班
の
も
ち
つ
き
行
事「
行

く
年
を
送
る
集
会
」。
一
年
生

と
六
年
生
が
、
一
緒
に
楽
し
く

お
餅
を
つ
き
ま
す
。

　

附
属
小
学
校
で
は
、
多
く
の

行
事
が
異
年
齢
交
流
活
動
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
学
校
は

通
常
、
横
割
り
の
同
学
年
・
同

年
齢
の
集
団
で
活
動
が
行
わ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
は
、
公
平
で
あ

る
こ
と
や
基
準
と
す
べ
き
も
の

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
社
会
に
出
れ
ば
、
そ

こ
は
異
年
齢
集
団
の
場
で
す
。

誰
も
が
す
べ
て
同
じ
よ
う
に
で

き
る
と
い
う
こ
と
は
、ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
に
出
て
か

ら
は
、
お
互
い
を
思
い
や
る
こ

と
こ
そ
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。 　

六
年
生
は
、
一
年
生
の
た
め

に
お
世
話
を
す
る
。
一
年
生
は
、

六
年
生
に
お
世
話
し
て
も
ら
う
。

こ
の「
し
て
も
ら
っ
た
」体
験
が
、

ま
た
高
学
年
に
な
っ
た
時
の

「
し
て
あ
げ
た
い
」と
い
う
思
い

や
り
の
気
持
ち
に
変
化
し
て
い

き
ま
す
。
こ
の
学
び
の
つ
な
が

り
が
子
ど
も
の
成
長
で
あ
り
、

こ
の
成
長
こ
そ
が
附
属
小
学
校

の
財
産
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

お
餅
の
よ
う
に「
ぺ
っ
た
ん

こ
♪
」と
体
を
寄
せ
合
っ
て
お

餅
を
い
た
だ
く
子
ど
も
た
ち
。

今
年
も
、
楽
し
く
美
味
し
く
お

餅
を
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

　

十
一
月
二
十
七
日（
日
）、
大

東
文
化
大
学
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
、
第
五
十
八
回
全
国

書
道
展
の
特
別
賞
表
彰
式
な
ら

び
に
入
賞
作
品
展
覧
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
覧
会
は
、
全
国
各

都
道
府
県
の
一
般
成
人
、
大
学

生
、
高
校
生
、
小
中
学
生
な
ら

び
に
中
国
・
台
湾
・
韓
国
な
ど
の

海
外
か
ら
、
七
百
十
二
団
体
・

二
万
四
千
九
百
八
十
一
点
の
出

品
が
あ
り
ま
し
た
。
本
校
は
個

人
特
別
賞
第
八
位
と
な
る「
大

東
文
化
学
園
理
事
長
賞
」
に
、

附
属
高
校
二
年
の
山
本
詩
織
さ

ん
が
書
い
た「
臨
・
趙
之
謙
」が
、

第
九
位
と
な
る「
書
道
研
究
所

所
長
賞
」に
高
校
一
年
の
安
齋

優
希
さ
ん
が
書
い
た「
臨
・
橘
逸

勢 

伊
都
内
親
王
願
文
」が
選
ば

れ
ま
し
た
。
ま
た
高
校
部
門
お

よ
び
中
学
部
門
で「
推
薦
賞
」に

八
名
の
生
徒
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
五
日（
土
）、
文
京
シ

ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た「
平
成
二
十
八
年
度（
第

二
十
二
回
）日
本
管
楽
合
奏
コ

ン
テ
ス
ト
全
国
大
会 

高
等
学

校
Ａ
部
門
」に
お
い
て
、
本
校

吹
奏
楽
部
が
見
事
最
優
秀
グ
ラ

ン
プ
リ（
第
一
位
）、
あ
わ
せ
て

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

昨
年
に
続
い
て
、
二
回
目
の

出
場
と
な
る
こ
の
大
会
。
私
を

含
め
て
誰
も
が
こ
の
よ
う
な
賞

を
受
賞
で
き
る
な
ど
と
予
想
も

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

証
拠
に
、
最
優
秀
グ
ラ
ン
プ
リ

団
体
の
学
校
名
が
発
表
さ
れ
た

瞬
間
、
部
員
た
ち
の
口
か
ら
ま

ず
聞
こ
え
て
き
た
の
は「
え
っ
、

う
そ
！
」と
い
う
言
葉
で
し
た
。

正
直
い
ま
だ
に
実
感
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
賞
を
い

た
だ
い
て
か
ら
中
学
生
の
部
活

動
見
学
が
増
え
た
よ
う
な
気
も

し
ま
す
。
ぜ
ひ
来
年
は
さ
ら
に

多
く
の
仲
間
を
迎
え
入
れ
ら
れ

た
ら
…
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
を
得
ら
れ

た
の
は
、部
員
た
ち
の
頑
張
り
の

賜
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
が
、
保
護
者
の
皆
様

を
は
じ
め
、先
生
方
、職
員
の
皆

様
、
友
人
等
、
本
当
に
多
く
の

方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
の
出

場
で
あ
り
、
得
ら
れ
た
結
果
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
皆
様
に

厚
く
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
経
験
を
ス
テ
ッ

プ
と
し
、
更
な
る
飛
躍
が
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
吹
奏
楽
部
顧
問　

小
塚　

功
）

　

推
薦
賞
以
上
の
特
別
賞
の
入

賞
率
が
約
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
っ
た
こ
の
全
国
書
道
展
は
、

一
般
成
人
・
学
生
を
対
象
と
し

た
公
募
展
で
は
最
も
歴
史
と
権

威
あ
る
書
道
展
と
し
て
有
名
で
、

全
国
の
書
道
の
活
発
な
中
学
・

高
校
・
大
学
は
ふ
る
っ
て
こ
の

展
覧
会
を
目
標
に
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。今
回
の
全
国
書
道
展

で
は
、
本
校
は
一
団
体
と
し
て

の
上
位
入
賞
者
数
に
よ
り（
個

人
特
別
賞
に
二
名
、
推
薦
賞
に

八
名
）、
特
別
賞
・
推
薦
賞
の
入

賞
の
総
合
ポ
イ
ン
ト
で
全
国

七
百
十
二
団
体
の
中
で
第
二
位

と
な
る「
外
務
大
臣
賞
」の
学
校

表
彰
の
受
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

守衛さんにプレゼント

表彰台に立つ加藤選手（中央）

一年生と六年生が一緒になって

も
ち
つ
き 

ぺ
っ
た
ん
こ

感
謝
の
集
会

　

十
一
月
十
九
日（
土
）、

駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公

園
総
合
運
動
場
体
育
館

に
て
行
わ
れ
た「
関
東
ダ

ン
ス
ド
リ
ル
秋
季
競
技

大
会
」に
本
学
が
出
場
し
、

JA
ZZ

部
門sm

all

編
成

で
一
位
、
そ
し
てD

ance 
D

rill W
inter C

up 
2017

（
第
八
回
全
国
高
等

学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
冬

季
大
会
）に
出
場
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

六
月
に
行
わ
れ
た
大

会
で
は
、
残
念
な
が
ら

全
国
大
会
へ
の
出
場
は

果
た
せ
ず
悔
し
い
思
い
を
し
ま

し
た
。
秋
季
大
会
で
は
、
前
回

の
悔
し
い
思
い
を
胸
に
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
が「W

inter Cup

出
場
」
と
い
う
目
標
を
持
ち
、

日
々
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

iP
ad

で
動
画
を
撮
影
し
て
動

き
や
表
情
、フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
細
か
い
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、

動
画
を
共
有
し
て
個
人
で
分
析

す
る
こ
と
も
行
い
ま
し
た
。そ
し

て
迎
え
た
本
番
で
は
、チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
練
習
の
成
果
を

出
し
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
た
な
目
標
を
掲
げ
、
応
援

し
て
く
だ
さ
る
す
べ
て
の
方
々

に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

平
成
二
十
九
年
一
月
十
五
日

（
日
）に
代
々
木
第
二
体
育
館
に

て
行
わ
れ
るW

inter Cup

に

臨
み
ま
す
。

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

Dance Drill W
inter Cup2017 

出
場
！

平
成
二
十
八
年
度 

日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト

全
国
大
会
最
優
秀
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
く

第
五
十
八
回 

全
国
書
道
展

「
外
務
大
臣
賞
」受
賞

陸
上
駅
伝
部 

加
藤
花
梨
さ
ん

３
つ
の
全
国
大
会
に
出
場
！

【全日本中学校陸上競技選手権大会】
（長野県松本市）

 ・ 8/22～24　800m・1500m出場

【JOCジュニアオリンピック陸上大会】
（横浜日産スタジアム）

 ・ 10/28～10/30　1500m決勝進出

【全国都道府県女子駅伝】
（京都市西京極陸上競技場）

 ・ 1/15　中学生代表

【関東中学校陸上選手権大会】
（東京都駒沢オリンピック公園）

 ・ 8/9～10　800m　第7位

【全日本中学校通信陸上大会茨城県大会】
 ・ 6/25～26　800m・1500m優勝（大会新）

【茨城県県民総体中学陸上】
 ・ 7/9～10　800m優勝

【茨城県中学校新人陸上大会】
 ・ 10/9～10　1500m優勝（予選・決勝大会新）

　

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
２
年

の
加
藤
花
梨
さ
ん（
特
進
コ
ー

ス
）が
、
今
年
行
わ
れ
た
三
つ

の
全
国
大
会
す
べ
て
に
出
場
し

ま
し
た
。
ま
た
、
関
東
大
会
や

県
大
会
で
も
活
躍
す
る
な
ど
、

非
常
に
期
待
で
き
る
選
手
に
成

長
し
て
い
ま
す
。

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

学校表彰：
「外務大臣賞」（2年連続）

受賞授与生徒
高校一年 安原 莉夏さん
高校二年 多田明日香さん

個人賞：
「大東文化学園理事長賞」

高校二年 山本 詩織さん
「書道研究所所長賞」

高校一年 安齋 優希さん
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聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

　

附
属
幼
稚
園
の
園
庭
に
は
イ

チ
ョ
ウ
が
七
本
植
え
ら
れ
て
お

り
、
毎
年
十
二
月
に
入
る
と
園

庭
は
黄
色
の
イ
チ
ョ
ウ
の
絨
毯

で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
す
。
園
児

た
ち
は
大
量
の
葉
を
ベ
ッ
ド
に

し
て
寝
転
ん
だ
り
、
花
束
に
し

て
持
ち
帰
っ
た
り
と
、
こ
の
時

期
な
ら
で
は
の
楽
し
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。「
変
な
臭
い
が
す
る

よ
」「
臭
い
ね
」と
言
い
な
が
ら

も
遊
び
に
夢
中
の
園
児
た
ち
。

そ
の
正
体
は
銀
杏
の
実
が
落
ち

て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
も
二

股
に
分
か
れ
た
面
白

い
形
を
し
た
一
本
の

イ
チ
ョ
ウ
か
ら
だ
け
。

　

こ
の
イ
チ
ョ
ウ
は

学
園
創
立
者
川
並
香

順
先
生
が
三
田
校
舎

を
造
ら
れ
た
際
に
植

樹
さ
れ
、
生
誕
の
地

で
あ
る
岐
阜
の
光
衆

寺
の
イ
チ
ョ
ウ
と
接

ぎ
木
し
た
木
で
す
。

そ
し
て
昭
和
五
十
五

年
、
現
在
の
附
属
幼

稚
園
園
舎
改
築
時
に

移
植
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
六
年
、
光
衆
寺
の
イ
チ

ョ
ウ
は
台
風
の
影
響
で
倒
れ
回

復
不
可
能
な
状
態
に
…
。
と
こ

ろ
が
何
と
も
不
思
議
な
事
に
、

時
同
じ
く
し
て
附
属
幼
稚
園
の

イ
チ
ョ
ウ
に
銀
杏
が
実
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら

「
香
順
先
生
の
イ
チ
ョ
ウ
」と
名

付
け
ら
れ
、
毎
年
四
季
折
々
に

私
た
ち
を
喜
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。

植
樹
さ
れ
た
頃
は
川
並
知
子
総

園
長
の
手
首
の
太
さ
だ
っ
た
木

は
、
時
を
経
た
今
、
大
学
七
号

館
の
六
階
ま
で
立
派
に
育
ち
、

い
つ
も
私
た
ち
を
見
守
っ
て
い

る
の
で
す
。

　

実
っ
た
銀
杏
は
丁
寧
に
集
め

ら
れ
、
総
園
長
み
ず
か
ら
料
理

し
て
毎
年
、
聖
徳
学
園
の
全
教

職
員
に
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。
そ

こ
に
は
、
創
立
者
の
熱
い
思
い

を
み
ん
な
に
受
け
継
い
で
ほ
し

い
と
い
う
願
い
と
心
づ
か
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

創
立
者
の
思
い
繋
が
る

イ
チ
ョ
ウ
の
木

　

浦
安
幼
稚
園
の
二
階
の
テ
ラ

ス
か
ら
は
、
東
京
湾
を
航
行
す

る
大
型
船
や
コ
ン
テ
ナ
船
を
望

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
冬
の
天

気
が
良
く
空
気
が
澄
ん
で
い
る

と
き
に
は
、
屋

上（
四
階
）に
上

が
る
と
船
橋
の

大
型
施
設
か
ら

幕
張
メ
ッ
セ
や

マ
リ
ン
ス
タ
ジ

ア
ム
、対
岸
の
京

葉
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
を
一
望
す
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
空

を
見
上
げ
る
と
、

羽
田
空
港
に
離

着
陸
す
る
飛
行

機
が
飛
ん
で
い

ま
す
。

　

東
南
に
面
し
て
い
る
園
庭
は
、

冬
の
海
か
ら
の
冷
た
い
風
が
吹

い
て
も
、
晴
れ
た
日
に
は
ぽ
か

ぽ
か
陽
気
に
な
り
ま
す
。
園
児

た
ち
は
冬
も
裸
足
で
園
庭
に
出

て
、
友
達
と
一
緒
に
砂
場
で
山

や
川
、ダ
ム
を
作
っ
て
遊
ん
だ
り
、

鬼
ご
っ
こ
し
た
り
、
縄
跳
び
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。レ
ジ
袋

に
紐
を
付
け
た
簡
単
凧
や
、
広

告
紙
を
細
く
丸
め
て
そ
の
先
に

紙
テ
ー
プ
を
長
く
つ
け
た
も
の

を
用
い
、
走
る
こ
と
に
よ
っ
て
凧

や
紙
テ
ー
プ
が
ヒ
ラ
ヒ
ラ
な
び

き
、
目
に
見
え
な
い
不
思
議
な

風
に
気
づ
き
ま
す
。

　

浦
安
幼
稚
園
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
自
ら
身
体
を
動
か
し
て

遊
び
た
く
な
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
い
つ
も
ニ

コ
ニ
コ
元
気
な
子
ど
も
を
育
ん

で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
幼
稚
園
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

寒
さ
な
ん
か
に

負
け
な
い
よ
！

グ
ル
ー
プ
で
行
う

当
番
活
動

一
日
入
園
を

す
る
こ
と
で
…

　

多
摩
中
央
幼
稚
園
の
年
長
組

の
ク
ラ
ス
で
は
五
～
六
名
で
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、「
見
ま
わ
り
隊
」

と
称
し
て
給
食
当
番
や
他
学
年

の
ご
み
の
分
別
、
節
水
な
ど
の

当
番
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

登
園
す
る
と「
今
日
は
給
食

当
番
だ
。
や
っ
た
あ
」「
今
日
は

桜
組
の
見
ま
わ
り
だ
」
な
ど
、

日
々
変
更
さ
れ
る
当
番
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ

ま
す
。
給
食
時
に
は
三
角
巾
と

エ
プ
ロ
ン
、マ
ス
ク
を
着
用
し

て
お
盆
や
お
皿
を
並
べ
た
り
、

教
師
の
配
膳
の
手
伝
い
を
し
ま

す
。
お
皿
の
向
き
や
コ
ッ
プ
の

位
置
が
違
う
と「
こ
こ
、
間
違
っ

て
る
」と
直
し
た
り
、
給
食
が
置

い
て
い
な
い
場
所
を
見
つ
け
る

と「
こ
こ
が
置
い
て
い
な
い
よ
」

と
声
を
掛
け
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

給
食
後
に
は
年
中
組
や
年
少

組
の
保
育
室
へ
行
き
、
ご
み
の
分

別
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
、

水
道
の
蛇
口
が
き
ち
ん
と
し

ま
っ
て
い
る
か
、
帽
子
の
向
き
が

そ
ろ
っ
て
い
る
か
、
各
自
の
引
き

出
し
が
整
理
整
頓
さ
れ
て
い
る

か
な
ど
を
調
べ
、
戸
外
遊
び
の
後

に
は
園
庭
の
お
も
ち
ゃ
が
片
づ

け
ら
れ
て
い
る
か
の
チ
ェ
ッ
ク

や
砂
場
の
道
具
が
整
理
整
頓
、

砂
場
周
り
の
清
掃
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。「
見
ま
わ
り
に
行
く

よ
」「
あ
っ
ち
を
見
て
く
る
ね
」

「
じ
ゃ
あ
僕
は
こ
っ
ち
片
づ
け

る
よ
」と
グ
ル
ー
プ
内
で
声
を

掛
け
あ
い
、
手
分
け
し
な
が
ら

行
う
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
し
て
、

友
だ
ち
と
助
け
合
っ
た
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
に
責
任
を
持
っ

て
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
こ
う
し
た
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

　

八
王
子
中
央
幼
稚
園
で
は
、

毎
年
二
月
、
そ
の
年
の
四
月
に

入
園
さ
れ
る
小
さ
な
お
友
達
を

お
迎
え
し
て
、
一
日
入
園
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

年
長
児
は
、

幼
稚
園
の
代

表
と
し
て
一

人
ひ
と
り
が

係
の
仕
事
を

も
っ
て
参
加

し
ま
す
。
玄

関
に
て
、
大

き
な
声
で
挨

拶
を
し
て
、

保
護
者
の
方

と
小
さ
な
お

友
達
を
迎
え

る
挨
拶
係
。プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お
渡

し
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
係
。
小
さ
な

お
友
達
と
手
を
つ
な
い
で
ホ
ー

ル
ま
で
案
内
す
る
案
内
係
。
会

を
進
行
す
る
進
行
係
な
ど
、
そ

の
他
さ
ま
ざ
ま
な
係
が
あ
り
ま

す
。
自
信
と
責
任
を
持
っ
て
取

り
組
む
姿
は
と
て
も
輝
い
て
い

て
、
素
敵
な「
お
兄
さ
ん
・
お
姉

さ
ん
」で
す
。

　

会
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
全

園
児
に
よ
る
う
た
・
年
長
組
の

サ
カ
ホ
ー
ン
と
合
奏
、
年
少
組

の
リ
ズ
ム
遊
び
、
年
中
児
の
表

現
遊
び
を
披
露
し
、
そ
の

後
、
年
長
児
と
一
緒
に
、

手
遊
び
や
リ
ズ
ム
遊
び
を

し
て
体
を
動
か
し
て
遊
ん

だ
り
、
先
生
た
ち
に
よ
る

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
を
見
た
り

と
楽
し
く
過
ご
し
ま
す
。

年
少
児
、
年
中
児
も「
小

さ
な
お
友
達
に
見
せ
る
ん

だ
！
」と
張
り
切
っ
て
参

加
し
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
兄

さ
ん
、
お
姉
さ
ん
気
分
を

味
わ
い
、
成
長
で
き
る
会

で
も
あ
り
ま
す
。
年
長
児
は
、や

り
終
え
た
達
成
感
や
満
足
感
を

味
わ
い
、「
も
う
す
ぐ
小
学
生
」

と
い
う
意
識
が
さ
ら
に
強
く
な

り
ま
す
。

　

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
保
護

者
の
方
や
小
さ
な
お
友
達
も
、

一
日
笑
顔
で
満
足
し
て
い
た
だ

き
、
四
月
か
ら
の
入
園
に
向
け

て
期
待
も
高
ま
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
園
全
体
で
新
し

い
方
を
お
迎
え
す
る
気
持
ち
や

雰
囲
気
作
り
を
大
切
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

十
二
月
十
二
日（
月
）、
第
二

幼
稚
園
の
遊
戯
室
に
全
園
児
、

そ
し
て
五
歳
児
松
組
の
保
護
者

の
方
々
が
集
ま
り
、ク
リ
ス
マ

ス
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

始
ま
り
の
拍
手
を
合
図
に
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
パ
ッ
と
光

り
輝
き
、
大
歓
声
の
中
、ジ
ン
グ

ル
ベ
ル
を
歌
い
ま
し
た
。ク
リ

ス
マ
ス
会
で
は
毎
年
、
園
長
先

生
が
お
話
を
し
ま
す
。
柔
ら
か

い
口
調
で
園
児
が
理
解
し
や
す

い
言
葉
を
使
い
、
園
児
一
人
ひ

と
り
を
見
つ
め
な
が
ら
話
す
の

で
、
皆
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ

と
な
く
聞
き
入
る
姿
が
見
ら
れ

ま
す
。

　

お
話
が
終
わ
る
と
、
静
か
な

曲
に
合
わ
せ
て
、
天
使
様
が
入

場
し
て
キ
ャ
ン
ド
ル
に
火
を
と

も
し
、
各
学
年
で
誓
い
の
言
葉

を
言
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
教

員
が
森
の
動
物
に
扮
し
劇
を
し

て
い
る
と
、
眩
し
い
光
の
中
か

ら
サ
ン
タ
さ
ん
の
姿
が
見
え
、

園
児
は
び
っ
く
り
し
た
り
、
声

を
出
し
て
喜
ん
だ
り
と
大
興
奮
。

優
し
い
声
の
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
握

手
を
し
て
、
園
児
た
ち
は
こ
の

幻
想
的
な
雰
囲
気
を
楽
し
み
な

が
ら
参
加
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

サ
ン
タ
さ
ん
が
来
て
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
も
ら
う
だ
け
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
で
は
な
く
、
友
達
と
歌
っ

た
り
踊
っ
た
り
合
奏
を
し
、
雰

囲
気
を
味
わ
い
な
が
ら
、
話
を

し
っ
か
り
と
聞
く
こ
と
が
身
に

つ
き
、
一
人
ひ
と
り
が
成
長
し

て
き
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
で

き
た
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
会

～
サ
ン
タ
さ
ん
が
来
た
！
～

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

寒い中でも元気いっぱい

みんなで手をつないで

サンタさんの登場

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

　

十
一
月
三
十
日（
水
）、
東
京

都
の
国
体
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト

「
ゆ
り
ー
と
」が
、
三
田
幼
稚
園

に
遊
び
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

ゆ
り
ー
と
が
来
る
こ

と
を
知
っ
た
園
児
た

ち
は
、「
い
つ
来
る
か

な
？
」「
ゆ
り
ー
と
っ

て
何
だ
ろ
う
？
」
と
、

当
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。

　

当
日
、「
今
日
来
る

日
だ
ね
」「
早
く
会
い

た
い
ね
」「
何
歳
な
の

か
な
？
」と
登
場
を
心

待
ち
に
す
る
園
児
た

ち
。
ゆ
り
ー
と
が
登
場
す
る
と

歓
声
と
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、

み
な
大
喜
び
で
し
た
。
記
念
撮

影
か
ら
始
ま
り
、
ゆ
り
ー
と
の

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
見
て
何
の
ス

ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

を
当
て
る
ゲ
ー
ム
や
、
園
児
た

ち
が
好
き
な
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

を
一
緒
に
踊
っ
た
り
と
、
み
ん

な
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

最
後
は
一
人
ず
つ
握
手
を
し
た

り
、
ぎ
ゅ
っ
と
抱
き
つ
い
た
り

し
な
が
ら
別
れ
を
惜
し
み
、
笑

顔
い
っ
ぱ
い
の
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

　

昨
年
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
し
た
。

そ
し
て
そ
の
四
年
後
、
二
〇
二
〇 

年
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
。

体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
味
わ
い
、

ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
・
関
心
が
高

ま
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
ゆ
り
ー
と
」が
遊
び
に

や
っ
て
き
た
！

「ゆりーと」と一緒に

イチョウに見守られ　元気いっぱい！

給食当番の活動



第88号 （8）平成29年2月1日（水）

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子）〈前期・後期入試〉

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］（春学期入学）
〈博士後期課程〉

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］（秋学期入学）
〈博士後期課程〉

平成29年度  入試日程

■聖徳大学児童学部（女子）／心理・福祉学部（女子）／文学部（女子）／人間栄養
　学部（女子）／音楽学部（女子）編入学、聖徳大学短期大学部専攻科（女子）

〈博士前期課程〉

〈博士前期課程〉

〈専門職学位課程〉（教職研究科）

〈専門職学位課程〉（教職研究科）

■聖徳大学児童学部（女子）／心理・福祉学部（女子）／
　文学部（女子）／人間栄養学部（女子）／音楽学部（女子）／
　聖徳大学短期大学部（女子）

入試日願書受付期間入試区分 日程 入試日願書受付期間入試区分 日程

全学全学科統一入試
（科目試験方式）

（木）2月09日
全学

・ （水）（火）22日2月21日

一般入試 

センタ－試験利用入試
C

本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　2月9日（木）・10日（金）のうちの
　希望日に実施

※ただし音楽学部の実技等のみ
　2月21日（火）・22日（水）のうちの
　希望日に実施

地区・ターミナル試験場

（水）3月15日

全学

帰国子女特別入試
社会人特別入試

～ （金）（月）2月20日 3月 3日私費留学生特別入試
私費留学生特別奨学生入試 （月）3月13日C

～ （木）（月）2月20日 3月 9日〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　　　　　特別奨学推薦入試

（月）3月13日C
〈アスリート・サポート〉
　　　　　特別奨学推薦入試

※ただし音楽学部のみ3月9日（木）まで

のうちの希望日

［音楽学部 演奏学科・音楽総合学科］
実技特別選抜入試 ～ （月）（水）3月 1日 3月13日

～ （金）（木）郵送 12月22日 2月 3日
～ （金）（土）窓口 1月 7日 2月 3日

～ （木）（木）郵送 12月22日 3月 9日
～ （木）（土）窓口 1月 7日 3月 9日

～ （金）（木）郵送 12月22日 2月17日
～ （金）（土）窓口 1月 7日 2月17日

～ （土）（木）郵送 12月22日 3月11日
～ （土）（土）窓口 1月 7日 3月11日 ※ただし音楽学部の実技等のみ

　3月13日（月）に実施

全学全学科統一入試
（センター試験利用方式）

（木）面接のみ2月09日
※文学部文学科書道文化コース、 
　音楽学部は上記に加え実技等も実施

・ （金）（木）10日2月09日
※地区・ターミナル試験場は

2月9日（木）のみ

※地区・ターミナル試験場は
　2月9日（木）のみ

のうちの希望日

特別奨学生入試
（科目試験方式）
特別奨学生入試
（センター試験利用方式）

一般入試 

（月）3月13日

本学個別学力試験なし
センタ－試験利用入試

B

本学個別学力試験なし

～ （金）（木）12月22日 2月03日 （木）2月09日

C ～ （火）（月） 2月07日1月23日

D （日）3月05日～ （水）（月） 3月01日2月20日

入試日願書受付期間入試区分 日程
内部推薦入試
一般入試
社会人特別入試
現職教員特別入試
教職大学院連携協力校（園）
特別奨学生入試

（土）2月11日 （月）～13日
のうちの希望日

B （土）8月26日～ （火）（月） 8月22日8月 7日

A （土）7月15日～ （火）（月） 7月11日6月26日

入試日願書受付期間入試区分 日程

内部推薦入試
一般入試
社会人特別入試
現職教員特別入試

平成29年

入試日願書受付期間入試区分 日程

入試日願書受付期間入試区分 日程

入試日願書受付期間入試区分 日程

入試日願書受付期間入試区分 日程

内部推薦入試
一般入試
社会人入試
研究生入試

C ～ （木）（月） 2月 2日1月23日

入試日願書受付期間入試区分 日程
（土）2月11日

（土）2月11日 （日）・12日

（月）～13日
※ただし音楽文化研究科は

のうちの希望日

内部推薦入試
一般入試
社会人入試
研究生入試 B

（土）8月26日

（土）8月26日 （日）・27日
～ （木）（月） 8月17日8月 7日

A
（土）7月15日

（土）7月15日 （日）・16日～ （木）（月） 7月 6日6月26日

入試日願書受付期間入試区分 日程

※ただし音楽文化研究科は

※ただし音楽文化研究科は
平成29年

入試日願書受付期間入試区分 日程

入試日願書受付期間入試区分 日程

内部推薦入試
一般入試
社会人特別入試
研究生入試（留学生除く）

C
（土）2月11日

（土）2月11日 （日）・12日
～ （火）（月） 2月07日1月23日

入試日願書受付期間入試区分 日程

私費留学生特別入試
研究生（留学生）入試

（月）～13日

C
（土）2月11日

（土）2月11日 （日）・12日
～ （木）（月） 2月02日1月23日 ※ただし音楽文化研究科は

（月）～13日
のうちの希望日

※ただし音楽文化研究科は
のうちの希望日

内部推薦入試
一般入試
社会人特別入試
研究生入試
　　　（留学生除く）

A
（土）7月15日

（土）7月15日 （日）・16日～ （火）（月） 7月11日6月26日

B
（土）8月26日

（土）8月26日 （日）・27日
～ （火）（月） 8月22日8月 7日

入試日願書受付期間入試区分 日程

私費留学生特別入試
研究生（留学生）入試

A
（土）7月15日

（土）7月15日 （日）・16日
～ （木）（月） 7月 6日6月26日

※ただし音楽文化研究科は

※ただし音楽文化研究科は

B
（土）8月26日

（土）8月26日 （日）・27日
～ （木）（月） 8月17日8月 7日

※ただし音楽文化研究科は

※ただし音楽文化研究科は
平成29年

入試日願書受付期間入試区分 日程 入試日願書受付期間入試区分 日程

特別奨学生入試
（科目試験方式）
特別奨学生入試
（センター試験利用方式）

全学

センタ－試験利用入試
C

全学全学科統一入試
（科目試験方式）

全学全学科統一入試
（センター試験利用方式）

地区試験場受験
（会場 ： 仙台、新潟） 全学

※地区・ターミナル試験場は
　2月9日（木）のみ

一般入試 

のどちらか一日を選択

～ （金）（木）郵送 12月22日 2月 3日
～ （金）（土）窓口 1月 7日 2月 3日

～ （木）（木）郵送 12月22日 3月 9日
～ （木）（土）窓口 1月 7日 3月 9日

センタ－試験利用入試
B

一般入試 ～ （金）（木）郵送 12月22日 2月17日
～ （金）（土）窓口 1月 7日 2月17日

（木）2月 9日

（木）面接のみ2月 9日

（月）3月13日
（月）面接のみ3月13日

・ （金）（木）10日2月09日
のどちらか一日を選択

※地区・ターミナル試験場は
　2月9日（木）のみ

・ （金）（木）10日2月09日

・ （水）（火）22日2月21日

・ （水）（火）22日2月21日

のどちらか一日を選択（面接のみ）

のどちらか一日を選択（面接のみ）

～ （金）（木）12月22日 2月03日 （木）2月09日

入試日願書受付期間入試区分 日程
内部推薦入試、一般入試、
学士入試※、社会人特別入試※
〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　　　特別奨学推薦入試※

一般入試、学士入試※、
社会人特別入試※
〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　　　特別奨学推薦入試※

（火）2月21日

（月）3月13日D

C

入試日

～ （金）（月）2月 6日 2月17日

～ （木）（月）2月20日 3月 9日

願書受付期間入試区分 日程

入試日願書受付期間入試区分対象 入試日願書受付期間入試区分対象

中学

高校
普通科（　・　）音楽科

一般入試 （日）2月 5日～ （土）（土）Web 12月17日 2月 4日
（土）2月 4日～（土）窓口 1月 7日

一般入試 （金）2月24日～ （木）（土）Web 12月17日 2月23日
（木）2月23日～（土）窓口 1月 7日

第3回入試 （土）2月 4日～ （金）（月）Web 12月 5日 2月 3日
～（金）窓口 1月 6日 入試日当日

入試日願書受付期間入試区分 日程
ＡＯ入試、指定校推薦入試、公募
推薦入試、保育科・保育コース
推薦入試、保育所・幼稚園園長
推薦入試、同窓会推薦入試、大
学生・短大生（含専修学校）特別入試、
社会人特別入試、一般入試

入試日願書受付期間入試区分 日程

後期
（土）3月18日C ～ （金）（月） 3月17日3月 6日

（日）2月19日B ～ （土）（月） 2月18日2月 6日

★詳細は、各校・各園の募集要項でご確認ください。

■聖徳大学看護学部（女子）

■聖徳大学附属女子中学校・高等学校

※は編入学試験のみ実施

学園広報紙聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku.ac. jp /gakuen/ toiawase/frmpub

17.2.1 re（17,1）

〒108-0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

この印刷物は大豆油を主成分とした
環境にやさしいインクを使用しています。

聖徳フラッシュ　第88号
発行人／川並 弘純　　編集／総務課

読者の声

セ イト クの派 遣 会 社 だ か ら安心
派 遣 登 録 募 集 中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 300726

13-ユ-300913

長野県佐久市
春日2258-1

信州佐久　春日温泉　自然体感リゾート

　かすがの森にほど近い白樺高原国際スキー場。ここには全長1260mのゴンドラリフトがあり、空中
散歩気分が味わえます。目前には雪に覆われた百名山のひとつである蓼科山、逆サイドには北アルプス
と女神湖を望める抜群のロケーション。ファミリーに嬉しいスキーヤーオンリーのゲレンデは晴天率
80%でいつ来ても極上のパウダースノーが楽しめます。
　かすがの森の宿泊とスキーリフト券がセットになったお得なスキーパックプランも販売中です。
今年の冬は家族でスキー旅行を楽しんでみませんか。

ご予約はお電話にて　電話：0267-52-2111
宿泊料金・プランはホームページをご覧ください。

http ://www.kasuganomori.com/

通信教育部（共学） 平成29年度 春学期生募集 お問い合わせ047-365-1200（直通）

　通信教育部では、平成29年度春学期
生の募集を開始しています。ぜひこの
機会に、働きながら免許や資格が取
得できる通信教育にチャレンジして
みませんか。北海道から九州まで、全
国各地で説明会を実施しております。

■ 聖徳大学大学院 通信教育課程
● 児童学研究科 児童学専攻 
　〔博士前期課程／博士後期課程〕

■ 聖徳大学 通信教育部
■ 聖徳大学短期大学部 通信教育部

春学期生願書受付期間
▶大学・短大

〜4月28日（金）【必着】
※書類選考のみ

▶大学院（博士前期課程）
〜2月28日（火）【必着】

※3月5日（日）試験

聖徳大学主催入学説明会

春期合同入学説明会

開催日　　　    開催地　　　　　　　  開催時間　　　開催場所

開催日　　　　 開催地　　　   開催時間　　　開催場所

2／19（日） 東京	 11：00〜15：00 イオンコンパス東京駅前会議室4階Ｇ室
 越谷	 13：30〜15：30 サンシティホール第1会議室

2／26（日） 松戸（本学キャンパス）	13：00〜15：30 聖徳大学松戸キャンパス

3／4（土） 横浜	 11：00〜15：00 AP横浜駅西口4階Ｂ室

3／12（日） 東　京	 12：00〜15：30 東京国際フォーラムガラス棟5階 Ｇ502室
 千　葉	 11：30〜14：30 バーディーホテル千葉2階 会議室

3／18（土） 大　宮	 12：00〜15：30 大宮ソニックシティ7階 707室
 つくば	 11：30〜14：30 イーアスつくば2階イーアスホールＡ

3／25（土） 松戸（本学キャンパス）	11：00〜14：00 聖徳大学松戸キャンパス

4／2（日） 松戸（本学キャンパス）	13：00〜15：30 聖徳大学松戸キャンパス

4／9（日） 東　京	 11：00〜15：00 東京国際フォーラムガラス棟6階 Ｇ602室

2／4（土） 横　浜	 11：00〜16：00 横浜新都市ビル（そごう）9階新都市ホール
 岡　山	 11：00〜16：00 イオンモール岡山5階おかやま未来ホール

2／5（日） 大　阪	 11：00〜16：00 梅田スカイビルタワーウエスト10階

2／11（土・祝） 大　宮	 11：00〜16：00 大宮ソニックシティＢ1階 第1展示場
 名古屋	 11：00〜16：00 ミッドランドスクエア5階ホール

2／12（日） 東　京	 11：00〜16：00 新宿エルタワー30階
 新　潟	 11：00〜16：00 朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター4階マリンホール

2／18（土） 大　阪	 11：00〜16：00 梅田スカイビルタワーウエスト10階
 福　岡	 11：00〜16：00 エルガーラホール8階

2／19（日） 名古屋	 11：00〜16：00 愛知県産業労働センター7階

2／25（土） 仙　台	 11：00〜16：00 イベントホール松栄
 札　幌	 11：00〜16：00 アスティ45ビル4階アスティホール

※参加申込不要　※入場無料

※参加申込不要　※入場無料

聖徳大学・短期大学部で取得可能な免許・資格
大学・短大卒業資格
幼稚園　小学校　中学校（英語・国語・社会）
高等学校（英語・国語・地歴・公民・書道・福祉）
養護教諭
保育士　社会福祉士（受験資格）　
精神保健福祉士（受験資格）　認定心理士　
心理相談員（基礎資格）　応用心理士（基礎資格）
児童福祉司※要実務1年　児童指導員
心理判定員・児童心理司　図書館司書
学芸員　社会福祉主事

教
員
免
許

資
　
格

■ 第一部

■ 第ニ部

● 講演

音楽学部によるミニコンサート チカラコトバ ～鎮魂の祈り、復興への希望～

「福島から言葉の橋をかけたい ～ 震災からの日々をめぐって」
　震災からまもなく6年、執筆活動の他、被災者へのインタビュー、
合唱曲の作詞、講演会活動など、あるいはオペラや演劇、テレビやラジオの番組や神楽の制作など、仲間
たちと様々な活動をしてまいりました。歳月が経ち、変わったこと、変わらないこと、そして変えては
いけないこと…。福島のいまを伝えるために、どのような取り組みをしてきたか。これから何をするべき
なのか。ぜひお話をさせてください。

震災復興企画（あの日を忘れない東日本大震災）

■お申込み・お問い合わせ先／生涯学習課　Tel：０４７-３６５-３６０１

■ 日時／平成29年3月4日（土）  14：00～16：10

■ 会場／聖徳大学1号館香順メディアホール
■ 申込方法／生涯学習課へお電話または

窓口にて受付
（定員になり次第、受付終了）

和合 亮一 氏（詩人）

※研究生入試は、 C日程 2月11日（土）に実施

※研究生入試は、 A日程 7月15日（土）、 B日程 8月26日（土）に実施

※研究生入試は、 C日程 2月11日（土）に実施

※研究生入試は、 A日程 7月15日（土）、 B日程 8月26日（土）に実施

スキー旅行はいかがですか？

営業期間：2016年12月15日〜2017年3月　  問合せ先：0267-55-6201

白 樺 高 原 国 際 スキ ー 場白 樺 高 原 国 際 スキ ー 場


